
l 研究ノート | 

現代ギリシア詩に於ける「俳句」の受容 (2) 
D.I.アンドニウの「俳話と夕、il故Jに見られるモチーフについて一

1 .詩人アンドニウとその作品について

1. 1.詩人の生涯

高橋りえこ

<l. I.アンドニウ(1906年一 1994年)は、 1930年代を代表する詩人で個人的

な友人でもあるr.セフェリスをはじめ、文学評論家A.カランドニスや文学研

究家r.カツインパリスに高く評価された詩人であり、同時にまた船乗りでも

ある。モザンピークの海港べイラで、ギリシアのドデカニサ出身の両親の悶

に生まれた。幼少期をべイラで過ごし、その後両親とアテネに戻り中学校を

終える。卒業後は乗船し、見習い期間を経て船長の資格を修得する。主にヨ

ーロッパに向けて物資を輸送する貨物船を採った。第二次世界対戦中も船を

降りることなく、エーゲ海保安のために海軍に従軍した。正にセフェリスが

アンドニウを称して「海の友」けと呼んだように、その生涯の大半を洋上で

過ごした「海の人」と言えるだろう。

1. 2.作品について

アンドニウを知る人が語るように、 「寡黙の人」であった詩人は、作品の

数と長さから見ても寡黙であった。感想を求めて、ごく小数の知人に自作の

作品を送る程度であったが、その読者の勧めによって、詩の他に随筆や翻訳

を『息吹JI [j'新文学JI [j'英希評論』などの文学誌に公表した。後に公表作品

は発表年代に従い五つの詩集ー即ち三つの『全詩集』と rインド JI [j'俳諮と

短歌』ーに収められている。

作詩に際して、アンドニウは「表現の正確な重さ」引を測定するかのよう

に言葉を吟味厳選し、表現上の強調や誇張を排する姿勢をとっている。文学

研究者K.デイマラス(1983年)はアンドニウの作詩法について、 「余分なも

のを削除、偽らざるインスピレーションをそのまま凍結してしまうようだ」

と述べている。またカランドニス(1971年)の分析によると、簡潔で断片的
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な作品は同世代のr.サランダリスやA.ドリヴァスにも多く、三者に共通して

主観主義的詩調が看取できるが、その中でアンドニウの作品には「音楽家が

自己の内面を独自する」のを聴くかのような音楽性があると評している。上

で触れた作詩の方法は、後述する俳句詩型や短歌詩型を好んで用いた点と何

らかの関連性があるように忠われる。

作品の詩材に関しては、その多くを自らの航海での体験や詩人の周囲にあ

る自然に素材を求める傾向が見られる。そしてこれらの素材は1.M.ハジフオ

ティスの指摘.Jのように、あたかも渦を巻くように幾度も繰り返し用いられ

ている。

作品を貫く中心的主題は、陸地への郷怒・かつての航海への懐旧の情・新

たなる航海に向ける期待といった船乗りの感傷だけではなく、人生という航

海に於いて、生きる意味を探求する詩人自身の癒されない苦悩と不安でもあ

ると言えると思われる。作品には人生に対する教訓的な哲学詩として解釈さ

れ得るものもあるが、上述のカランドニスの評を待つまでもなく、詩人の視

線は常に自己の内側へ向けられており、その作品は詩人の内観、換言すれば

個人的な精神的思索の記録と見なせよう。

2.詩集『俳讃と短歌』について

2. 1.俳句の受容過程と詩集

現代ギリシア詩に俳句が受容された過程に於いて、詩人アンドニウと詩集

『俳諮と短歌』がどのように位置づけられているか簡単に述べておきたい。

俳句がギリシア詩壇を沸かせ、俳句詩型が現代詩に浸透していった過程の

概略は『プロピレアdl 5号で触れた。川その受容過程に於いてアンドニウが

果たした役割は注目に値する。 r.n.サヴイディス(1973年)の俳句受容に関
する考察は次のように整理される。

俳句が詩壇に登場した当初、俳句は「数行からなる短い詩」であると誤っ

て理解された。しかし俳句詩型詩一一行及ぴ三行日が五音節、二行目が七

音節からなる音律をもっ三行詩ーをアンドニウが発表したことが契機とな

り、この詩型が俳句或いは俳諮という名称で定着していった。ギリシア詩

壇に於ける 1970年代の俳句の流行こそはセフェリスのノーベル文学賞授賞

に因るところが大きいものの、アンドニウのこの「功績」は現代ギリシア

文学史の中でアンドニウを俳句の「公式な」紹介者として位置づけるのに

充分であろう。

また詩集『俳讃と短歌』の出版(1972年)に際して、これに収められている
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短歌詩型詩-5-7-5-7-7の音作をもっ七行詩ーが、詩情に登場した最初のギ

リシア語による短歌であるとも述べている。

『俳諮と短歌』には 1838年から 1862年にかけて(4 2年から 45年の問一時中

断)文学誌『新文学』に発表された俳句・短歌詩型詩が 156、発表順に収め

られている。上述のサヴイディスの指摘から、この『俳諮と短歌』は、ギリ

シア詩壇への俳句受容を考察するとき特筆されるべき作品であると結論づけ

られるだろう。

2. 2. rr俳話と短歌』にみられるモチーフ

アンドニウと彼の『俳諮と短歌』が俳句の受容過程で果たした役割に関し

て、 2，l.で引用したサヴィディスをはじめ若干の記述がある。しかしその一

方で、セフェリスの場合.，と同様に作品そのものについての言及は筆者が担

促している限りにおいて、殆ど為されていない。そこで今回は主に詩題とモ

チーフとの関連を中心に置いて詩集の特徴を整理してみたいと思う。

詩集『俳諮と短歌』で頻繁に使用されているモチーフは、航海に拘る素材

(!， 2，を参照)とそれ以外のものに大別される。そして前者は航行に於ける

情景描写の際に用いられるのに対して、後者は詩人の内観が描かれる時に見

られる。このことから作品の主題が航海そのものに関連しているのか(2 ， 2 ， 

1.)、或いは詩人の内面に関するものであると解釈されるか (2，2，2，)によ

り素材の分類を行った。尚、作品の引用に際して、俳句詩型詩を h.短歌詩

型詩を tと表示し分け、詩集の中で発表順に従って付けられている通し番号

をそのまま用いている。また、日本語訳は全て筆者によるものである。

2. 2. 1. 

航海がテーマである作品に用いられている詩材は星・霧・烏等のモチーフ

の他に、詩人が洋上で見た日の出・日没の情景が挙げられる。

.星(南十字星)

h 106十字の星 Tov ~avpoú τ 'á στρα 

我と共に κl 0 l áÀμMτ poç μα~ [μov 

フリオ岬で cτovκaso !Tp[o，" 

h 107十字の星が Tov ~τα vpo 。τ'aστρα
夜 そしてアホウドリが τηvuxτακl 0 l aAμπατpoc 

昼案内をした μEpa odryyoua αv， 
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-霧

h 100荒れ野の蜘妹 EPlLlacαpaXVEC 

彼の一瞥が かき消した καeaρl a ηματl a τov 

何という霧! 吋 σε官。μ[Xλε宝!

h 101 かの船長 o <aπE τavto<; 

霧を晴らさん <aeápl~ εV 0μ[χλ日

蜘妹の子の如く cαvτl cαpaXVEC 

.烏(かもめ)

h 91 あの男は かもめと Av τocμE yAaρovc 

沈黙を道連れに ただ独り καt σtω吋， μovaxo官

他所者を述れていた tゆεpνE Uvovc， 

上掲の作品に於いて、 「あの男 J (=詩人アンドニウ)が外国人の船員と共

に航行している様を描いていると解釈される。

.洋上でみた日没・日の出の情景

ここに挙げる作品には情景の色彩・明暗が素泊されているという点が、摘

出の特徴として指摘されるだろう。色彩については日没・日の出共に紫色と

黒・黄色・こがね色の組み合わせがみられる。

o日没
h 108霞む空と

i永そ色

覚えておくがよい

h 109黒黄色が

日暮れの 茜色の中

青白く ひかる

t 7 また次の日没のために

沈んだ

ほのおの 蓄萩

別離の雨の中

初めの暁を忘れて

ME eo入 ovραvo 

κo入vvπavτα xp品ματα，

μηvταEεμaeεLC ， 

MαG ρα ，κi τρl Vα 

G' EPvepodαμα'J d uση宝

πρασlVO'teyyαV， 

r lαμtαaUηduσ可

申入OYEρ品 μαdouσαvε 

ταrpl αvτaゆuλ入α

GE απOXωρt σμou spOX市

τηνπp品τηαvy市 EεXV品νταc，

-55一



く〉日の出

t 1 東の方角に みた

すみれ色の 敷物

引き裂いていく

黒と黄色の竜

~.αvατoÀ 時 dðε

μEVE~EðévlO a τpW/Ja 

καl Vατoσκ[C El 

μαVpo κ[τPlVO， dpa κ0， 
燃えて黄金になる前に πρl V καo昔V 0 τo xpv σ白骨l.

t 2 アガパンサスで Aπ6αyαπavBov， 
花盛りの平原 oAavBlO τ0， 0 κωπ0， 
そこで見た πov ε[ dαvασκ[C El 

黒と黄の竜が引き裂くのを μα叩 oκi τ plVO 宝 ðpá~o ，

金色に焦がしてしまう前に 叩 lVτov宝 κ帥 εl XPVO帥 t

h 96 真珠のかがやき Mαρyαρo申Eyn  l 

「一日」が その始まりに μ匂αcτov fPXOI1OτηE 

お前を憶えて πov σf BVl1aταl. 

t 3 真珠のかがやき MαpγαPO(bEγ1fl 

「一日」の目覚め τoHπvηματ円 μEpa，
追いついてしまう前に 叩 lV Vατo 4>τaUE l 

陸の中に 結いてごらん σταμcI!'lασov Cωypaれ

金で飾られた矢を XPVOOAAOV川刊行α

t 14 ほの暗い空に ~E ovpavo BoAO 

霞む海は sOVρκωμEVE， Baλαcσf， 
待っていた τOV 1fEp[μεναv 

近寄り言った ここで AOV ε[H 4>ravαντα， εω 
再会するだろう 太陽と Ba ~αvαB凶 τOV 机 lO.. • 

-出帆

t 13 霞の中再ぴ z εαvτapαAaAl 
近寄り言った 掲揚!

我らの旗を

天穏やかに

海我らと共に

ゆτavovτα宝 dπε V曲ゐστε

τησημα{αμα， ! 
OVPαVO， Vαμf P Eゆεl，
μαclμOV κLη Baλασσα. 
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この他に、凪に誘われるように、新たなる航海へ気持ちを鼠き立てられる汁

人の様子を焔いた作品がある。

h 93 幾度も その風が

我をf南らえ そして渇く

別の場所へと

t 9 山へ行った

海を忘れて

だのに 吹いた風

お前の声を 乗せて

またも 苦い海!

2. 2. 2. 

~opÉç 0 αrEpα古

μεπαt p V E L καl O l $ aω 

καtσ 'a λAovcτO1COVC. 

Zτo sovvo π市yα

(EXVWVταtτη Ba入αaaα 

μααυτóçπ ov 申 úa~(E

申tρVOVταtτ 可申ωV~σ ov ，

πaAlπtκρoBa λασσα 。

詩集『俳話と短歌』に収められている作品中、詩人の内観を描いた作品は

詩材の用い方に関して、詩集『インド』とかなり類似しているように忠われ

る。この点については機会を改めて述べることにして、ここでは『俳句と短

歌』に対象を絞り、アンドニウが自らの内面を描出する時、どのような素材

を用いているかをまとめてみた。

.蝶

実際に詩人の船室には蝶の標本が掛けられていた。

h 89 お前の無情に z τηvαπOVLa aov 
釘付けされた その心 κα plþωμÉV~κα pôlá τov， 

蝶のよう c αvπE ταAOUoα. 

h 90 蝶 一羽 Mlα πετα入o自占α

針にとめられ苦しみもがく c παpταpa καpoωμEVη 

その無情の中 στηvαπo V lα， τη宝

t 23 どれくらい 無情 'AπOVηπ6σo ・

想い出しもせず πOV OEV (αvαBv μdταt 

ただ 見ている μovo τov sAE πεt 

羽根をパタっかせるのを vαχτU πa τα やτEρ長 τov，

捕われた蝶 πt ασμÉV~πεταλoúôα. 

上の作品のうち特に t23では、苦悩する詩人(=羽根を打つ彼)を標本の

中の燥が眺めているという視点の転換が見られる。
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.花

「花」はアンドニウが最も好んで用いた素材の一つであるといえる。Ii'俳

話と短歌』で用いられている花には、一般的な花の他にパラ・百合・ジャス

ミン等の個別の花がある。その素材が持つ意味は次の四点に解釈・分類され

ると思われる。

く〉過去を呼び起こすもの

引用作品にある「ジャスミンを描く」という行為は詩人自らの過去を想起

する事を表していると解釈される。

h 27 夜深く EτηsaeEla vIJxτα 

この白いジャスミンを

描く お前にと

h 34 黒い夜

τασπρo τou τo Ylασεμt 

UOU ， ωYPα<1>[，ω. 

z τημαIJpηvIJXτα 
私は描く ジャスミンを いYP吋[，ωYl ασεμt昼
夜が明けるように vα <ryl1εPWUE l . 

o回顧の対象
「花」は忠い起こされる事象を暗示している。 h16・22では、思い起こさ

れる事象は詩人にとって苦しみを伴うものであると読み取れるだろう。

冬の閲 με 官 στo XElμ品川.

尚、次の作品は詩人の幼少時代の体験を詠ったものと考えられ同じモチー

フが別の詩集にも見られる。・}

h4 傷ついてしまった

小ちゃな手

ばらを折り

h 16 手ああユリよ

痛みの夜 受け取った

無駄な身代金

h 22 捨ててしまおうか

その花を 眠りの中で

忘れ去るために

h 33 題)出逢い

ずっと持っていた

夏の花
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Nαμηvκρατ市σω

στOV U πvoτo 入ouλoIJ d l 

Yl αvαEεXaσω. 

Euvaντ早U早

E[Xακρατ市σεL

τou καλoκαlPlOIJτα aveη 

Eπl.ryYWe ηκεq 

μt κρo σκo πLκo Xερt 

κosovταc podα. 
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<>破れた夢

ここでは実現されなかった夢、或いは叶わなかった希望が結実しない「花」

で表されている。

h 87 実を結ぷ前に 落ちる

実の上に つぼみが

限石のよう

h 88 最後の花

np t V dE σεtπE<I>τεt 

σεκαpπo τo μ ~OV μπOV κL 

σαvπεゆraστερo ! 

ZτεPVO Aov λouot， 

なのに落ちる 実をつける前に μα 叩 tV dEσε t 1c帥 τEt 

願い事をする私 吋vωτηνευx~ 0 

t 6 実を結ぶ前に 落ちる

全開の花

隈石のように

ある日の正午

無関心なお前の手に

m<l>τεLπP t v d E σεt 
τ・oλavo tXτo λDV λo u d t 

t
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c τOadta<l>opo XEPt aovo 

h 53 r毎日」
<>日常を彩るもの一変化の乏しい日常が「花のない毎日」と表されている。

To κaB εμt ρα 

見慣れない 石のように冷ややかで Hvo OVXPoσαv 1CErpa 

花もなく diX叫 λOVλ刊 dt 0 

h 54 花がなく

石のように冷ややかで

「毎日」

diXωgλOV λo u d t 

καt τo 曲Vxpoσαvπtτρα 

τoκaBE μt ρα. 

3.展望にかえて

今回は俳句の受容過程に於いて詩人アンドニウが果たした役割を整理する

と同時に、詩集『俳諮と短歌』に用いられている素材の一部を作品の主題に

関連づけて分類を試みた。分類の際に保留にしておいた詩集『俳諮と短歌』

と『インド』の聞に見られる主題とモチーフに関する類似性については、別

の機会に触れようと思う。またアンドニウの作詩技法の特徴についても再度

考察を行いたい。

尚、本稿は 1994年7月9日に関かれた第六回ギリシア語・文学研究発表会

での報告内容に加筆したものである。

nu 
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